
はじめに

　筆者は 2018 年に Professor of the Year をいた
だくことになった。身に余る光栄である。受賞理
由は、2017 年にゼミナールで自主防犯活動団体
を啓蒙する映像教材を制作して埼玉県警察本部と
埼玉県民生活部から「感謝状」を贈呈されたこと
と、2003 年以来 13 年にわたり地元・飯能日高テ
レビに番組提供を提供し続けたこととうかがって
いる。本稿では、Professor of the Year をいただ
くことになった「地域とつながる」教育実践を、
情報発信と地域貢献の観点から振り返り考察する。

1．地域での情報発信のはじまり

　筆者のゼミナールで制作してきた飯能日高テレ
ビ（飯能ケーブルテレビ）の番組は、13 年間で
197 作品になる。この実践についてはこれまで出版
物 や 学 会 発 表 等（塚 本 2003、2006、2007a、
2007b、2008、2013a、2013b）で報告し、飯能日高
テレビで放送した全ての作品は筆者のホームペー
ジでも公開している（http://www.surugadai.ac.jp/

prof/mtsukamo/）。埼玉県警の映像教材について
も、県警の担当者が筆者のホームページの映像作
品をご覧になったことが協力要請の契機になったと
うかがっている。このように情報発信は、さまざま
な場の多様な人々に届いていることがわかる。
　筆者が地域メディアによる情報発信に関わるよ
うになった最初のきっかけは、飯能日高テレビの
番組制作ではない。実はその 3 年ほど前に、当時
のコミュニティFM「FM CHAPPY」の番組審議
委員をお引きうけしたことから始まった。番組審
議委員として FM を聴くようになって感じたの
は、東京発のメッセージが余りに多く地域情報が
少ない点への疑問だった。コミュニティFM は本
来、阪神大震災を契機に全国各地で地元の情報を
提供することができるようにと立ち上げられ認可
された放送局である。震災時の緊急情報を提供す
るためには、日頃から地域に密着した情報を流さ
なければ地域住民に聞いてもらえない。だが当時
は、都内から通勤するパーソナリティが東京の情
報を伝えていた。情報の時代といわれる現代、大
手メディアは東京の情報をこぞって伝える。その
結果、東京都内のお店やファッションについては
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詳しいのに、地元のことはよく知らない……と
いった現象が生じていた。更に当時、「ださいたま」
といった言葉が流行し、埼玉＝田舎くさい・ダサ
いといったイメージが子どもたちの間にも広がっ
ていた。こうした流れを変えるには、情報発信の
方法を変えていく必要がある。地域の情報を地元
の人に伝える。それがコミュニティFM の使命な
のではないか。人は知らなければ関心を持たない。
つまり、地元の FM 局では極力、地元情報を発
信し、できるだけ多くの人に地元のことを知って
もらい、関心も持ってもらう必要がある。日頃か
ら地元の情報を流してこそ、緊急時にも地元の人
に聞いてもらえるようになる。地域メディアに求
められることは、地域情報を地域に流通させるこ
とではないのか？そうすることで、地域のリス
ナーの信頼を獲得し、地域情報が地域文化や生活
を豊かにし、結果として、子どもたちにも自分の
育つ地域やコミュニティを自慢に思い、郷土を愛
する心を育むことにもつながるのではないか、と
審議会で述べさせていただいた。その後、審議会
の席上で「市民が発信する番組を作っていただき
たい」との依頼を受けた。そこで筆者は本学のラ
ジオサークルで活動している学生に協力を依頼し
た上で、地域の友人に「地域の情報を地域の住民
が直接伝える番組を放送したい」と相談し訴えた。
　ところがこの相談の直後、筆者は個人的な事情、
つまり母親の余命宣告を受け、毎週末、東海地方
の病院まで通うことになった。相談をした友人か
らは、その後何も連絡がなかったことから、番組
制作の話は立ち消えたのだろうと思っていた。
　半年近く経過して母を見送ったある日、FM ラ

ジオから聞き覚えのある声が流れてきた。その声
はまぎれもなく相談した友人の声だった。筆者は
飛び上がらんばかりに驚いた。この友人「まつざ
わさん」は、何と、私の想いを聞いて仲間を集め
てラジオ番組『みんなでつむぐモーニングタイム』
をスタートしてくれていたのだ。まつざわさんは、
地域でいろいろな活動をしている非常に積極的な
方だが、ラジオ放送の経験は全くない。「何せ、テー
プレコーダーも操作したこともなかった」と笑う
彼女は、仲間と一緒に放送機器の使い方をマス
ターし、番組をスタートしてくれていた。MD を
駆使して取材し、編集をした番組から伝わってく
る内容の温かさは、市民の視点に立ったすばらし
いものだった。まつざわさんのインタビューを聴
きながら、「これこそ市民による市民のための情
報発信」だと目頭が熱くなった。世間では、ラジ
オ放送といえばプロが番組を作るものと誰もが考
えがちだが、まつざわさんは仲間と一緒に世間の
「常識」を打ち破ってラジオ放送を続けてくれて
いた。
　遅まきながら筆者もその後、学生と一緒に第 3
＆第 4 週の番組を担当した。この番組『みんなで
つむぐモーニングタイム』こそ、筆者の地域貢献
と情報発信の原点となった。
　まつざわさんは市民の方への取材を中心にした
番組を 2001 年 4 月 1 日から 2003 年 9 月 27 日ま
で続け、放送回数は 83 回、インタビューした方
は 100 名以上にものぼった（表 1）。
　筆者は駿河台大学の先生方に地域に関わるお話
を伺う形で 2001 年 12 月から参加した（表 2）。

表 1　まつざわさん担当の番組
【2001年】

2001/  4/  1 入間の名産 ‘うど’ を生産して 入間・石川さん

2001/  4/  8 織（はた）のあるお店 飯能・スタジオ 88・鈴木さん

2001/  4/15 野田双子織 入間・野田双子織研究会手づくり部村上さんほか

2001/  4/22 いわいずら・鴨で草を取って米づくり 日高・金子さん
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2001/  4/29 どんぐりの花見におじゃまして 飯能・浜田さんほか

2001/  5/  6 携帯電話について 入間・塚本さん

2001/  5/13 筍ほり 東松山・新井さん

2001/  5/20 宇宙の旅へのお誘い 東京・若松さん

2001/  5/27 子どもたちにお話をとどけて 川越・おはなしのぶらんこ武田さん

2001/  6/  3 ネパールへのボランティアをはじめて 入間・諸井さん

2001/  6/10 スリランカのジャフナカリーをどうぞ 飯能・寺本さん

2001/  6/17 水の写真 入間・氏家さん

2001/  6/24 夏越の祓いで半年をふりかえりましょう 狭山・八幡神社青田さん

2001/  7/  1 狭山茶をどうぞ 入間・丸中園中沢さん

2001/  7/  8 さわやかなギャラリープラナから 飯能・菅野さん

2001/  7/15 作品を浮き立たせる表装づくり 入間・含笑庵岩本さんほか

2001/  7/22 世界でたったひとつの私の絵本 手作り絵本サークルたんぽぽ岡野さん、金沢さん

2001/  7/29 龍円寺の雨乞い・新久ばやし 入間・西野さん

2001/  8/  5 佐渡から新潟へカヌーで横断して 入間・西田さん

2001/  8/12 終戦 1か月前の嫁入り 東松山・新井さん

2001/  8/19 男もしてみむとて子育て 川越・峰尾さん

2001/  9/  2 歩く楽しみ 入間・日本ウォーキング協会ボランティアスタッフ泉田さん

2001/  9/  9 芸術の秋・茶と黒の絵 入間・相場さん

2001/  9/16 テレビが登場したころ放送にかかわって、定年後の趣味版画 川崎・平賀さん

2001/  9/23 札幌から入間までサイクリングして 入間・西田さん

2001/  9/30 鮭の溯上するころ 秋田・杉本さん

2001/10/  7 ブータンを旅して 入間・広田さん

2001/10/14 おだんご屋さんをはじめて 狭山・秋葉園秋葉さん

2001/10/21 山岡鉄舟展 小川町・双葉八木さん

鉄舟の幟 小川町・白鳥神社宮沢さん

2001/10/28 『アイヌときどき日本人』を著わして 東村山・宇井さん

2001/11/  4 「月光に葉をたてている秋のバラ」 日高・金子バラ園金子さん

2001/11/11 50 歳から絵を 20年描き続けて 川崎・平賀さん

2001/11/18 子どもの心に種をまく 川越・峰尾さん

2001/11/25 埼玉県最古の民家吉田家住宅から十日夜のことなど 小川町・吉田さん

2001/12/  9 どんぐり縁日・飯能河原から　地域から発信する放送が大事 入間・塚本さん

2001/12/30 折鶴のような寒蘭を育てて 日高・小鹿野さん

【2002年】

2002/  1/  6 年越し、年初めの行事 小川町・白鳥神社宮沢さん

2002/  1/13 糸から染めて創ったフエルトの帽子 川越・石井さん

2002/  2/  4 ドメスティク・バイオレンス 入間・平山さん

2002/  2/11 春蘭 川越・我妻さん

萩日吉神社の流鏑馬祭り　凧揚げ 入間おやこ劇場

2002/  3/  3 上奥富梅宮神社甘酒祭り　高浜虚子の句碑を建立して 稲城・森本さんほか

― 3 ―

塚本：「地域とつながる」教育実践



2002/  3/10 音楽の時間 入間・一田さん

2002/  3/31 読み聞かせと言霊 川越・小林さん

2002/  4/  6 自然食の店くるみをご紹介します 川越・岡野さんご夫妻

2002/  4/13 広島の原爆体験を語る 奈良・秋山さん

2002/  5/  4 遊び場 川越・峰尾さん

2002/  5/11 秩父 17番札所定林寺から 秩父・門間さん、石野さん　西武小学校校歌

2002/  6/  1 フィンランド、スウェーデンを視察して 東京・矢島さん

2002/  6/  8 ガリ版文集を出し続けて 40年 入間・ともしび読書会森さんほか

2002/  6/29 昭和 30年代の小学校で教えて 札幌・牧田さん

2002/  7/  6 昭和 30年代の小学校で教えて　その 2 札幌・牧田さん

2002/  7/13 秩父へのお誘い 秩父・知知夫手づくり工房若林さん

2002/  8/  3 仏子の入間川河原から 入間・藤平さん、佐藤さん、阿子島さん

2002/  8/10 飯能から秩父への電車のなかで 所沢・斎藤さん

2002/  9/  7 スウェーデンの情報公開 東京・矢島さん

2002/  9/14 入間名産さといも 入間・忽滑谷さん

蜂の巣づくり 茅野・須田さん、黒木さん

2002/10/  5 江戸時代の札所道案内を拓本にして 秩父・小池さん

2002/10/12 川越石川製糸場で暮らして 川越・武田さん、増島さん、平井さん

2002/11/  2 出逢い育ちあう紅茶の時間 in 川越を主宰して 川越・金子さん

2002/11/  9 紅茶の時間 in 川越　その 2 川越・金子さん

2002/12/  7 シルクロードを旅して絵にして 茅野・井上さん

2002/12/14 目標を持って生きてしっかり伝えていきましょう 遠野・阿部さん

【2003年】

2003/  1/  4 目の不自由なかたへの要約筆記奉仕員として 入間・桜井さん

2003/  1/11 ゼンマイ時計も直します 入間・小島時計工作所小島さん

2003/  2/  1 EU加盟前のポーランドを旅して 福島・渡部さん

2003/  2/  8 子づれの勉強から大学で教えるようになるまで 入間・塚本さん

2003/  3/  1 四国八十八か所を歩きとおして 入間・園部さん

2003/  3/  8 親子で手作り絵本 入間・高橋さん

2003/  3/29 パブリック ･アクセス 入間・塚本さん

2003/  4/  5 社会人入学して美術の勉強をはじめます 入間・岡野さん

2003/  4/12 日本で感じること California・林さん

先端技術について 入間・加藤さん

2003/  5/  3 カレーのお店まざあ・ぐうす子育てサロン 川越・峰尾さん

2003/  5/11 地元飯能の踊りを中心に人の輪を 飯能・石井さん

2003/  5/31 自治会長 2年生 入間・前田さん

2003/  6/  7 現金がなくても地域ふれあい通貨でゆたかに暮らせる街を 入間・山尾さん

2003/  6/14 梅雨の過ごし方 入間・因泥さん

2003/  7/  5 竹寺から 飯能・大野さん、萱ふき職人さん、高橋さん

2003/  7/12 サンスクリット語を習って 狭山・野口さん
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2003/  8/  2 宮大工として 入間・𠮷田さん

2003/  8/  9 「新しき村」に暮らして 50何年 毛呂山町・渡辺さん

2003/  8/30 入間の水 入間・小田部さん

谷田の泉 入間・新井さん

2003/  9/  6 額縁・表装の店銀河堂 日高・中島さん

2003/  9/13 入間地方の言葉に魅せられて 入間・かたりべ富田さん

2001/12/16 南林さえ子先生 統計学 経済学部

2001/12/23 鳥居壮行先生 情報セキュリテイ 文化情報学部

2002/  1/20 土方幹夫先生 野外教育 経済学部

2002/  1/27 広瀬順皓先生 近代政治史 文化情報学部

2002/  2/17 門馬幸夫先生 社会学 文化情報学部

2002/  2/24 岩熊史朗先生 心理学 文化情報学部

2002/  3/17 加藤修子先生 サウンドスケープ 文化情報学部

2002/  3/24 手塚映夫先生 博物館学 文化情報学部

2002/  4/20 成田憲彦先生 『官邸』 法学部（副学長）

2002/  4/27 成田憲彦先生 メディア 法学部

2002/  5/18 鈴木克典先生 都市計画 経済学部

2002/  5/25 吉田邦久先生 生物学 現代文化学部（副学長）

2002/  6/15 西野泰司先生 放送メディア 文化情報学部

2002/  6/22 原田三郎先生 新聞メディア 文化情報学部

2002/  7/20 青木栄一先生 鉄道史 文化情報学部

2002/  7/27 福永　昭先生 ホスピタリティ 文化情報学部

2002/  8/17 竹中弥彌先生 ヨーロッパ文化 現代文化学部

2002/  8/24 秋山洋子先生 日本語 経済学部

2002/  9/21 熊田俊郎先生 都市社会学 法学部

2002/  9/28 大木昭一郎先生 生涯スポーツ 文化情報学部

2002/10/19 青山征彦先生 心理学 現代文化学部

2002/10/26 原　　聰先生 心理学 現代文化学部

2002/11/16 中川　徹先生 科学技術史 文化情報学部

2002/11/23 内田康夫先生 環境生物学 経済学部

2002/11/30 絵本展示

2002/12/21 渡辺裕子先生 社会福祉 経済学部

2002/12/28 �星川　熙先生 微小生物 法学部

2003/  1/18 竹下守夫先生 地域と大学 法学部（学長）

2003/  1/25 池野秀弘先生 経済予測 経済学部

2003/  2/15 西川敏之先生 英国選挙制度 法学部

2003/  2/22 高垣行男先生 地元との連携 経済学部

表 2　筆者担当の番組
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2．地域理解に向けたCATVの番組制作実践

　2003 年 9 月、コミュニティFM の番組を終了
した筆者は、ゼミナールで飯能日高テレビの番組
制作を開始した。目的は情報発信であり、その結
果として地域貢献ができればとの想いは同じであ
る。ただ今回は、①情報発信をするのは学生であ
り、②番組制作を正規の授業として位置づける実
践とし、また③放送した番組は「教材」として市
内全域の小・中学校と公民館に寄贈すること、を
決めた。これは「番組を見逃したので見たい」と
いった市民の方から寄せられた声や、また地元
PTA の方からの要請を受けたことも理由ではあ
るが、何より地域の宝となる子どもたちに地元を
愛する気持ちを持ってもらうことが大きな目的で
あった。
　1 年間、ゼミナールで番組制作実践に取り組ん
だ結果、授業を通して学生たちが様々なことを学
び身につけていることが明らかになった。そこで
2 年目には、改良を加えて科学研究費の補助金を
申請すべく新たに準備したのが図 1 の研究計画概
念図である。この時期、大学における映像制作実
践は広く行われるようになりつつあったが、映像
作品制作ではつくること自体が目的化してしま

い、つくりっぱなしで終わってしまうといった制
作実践の限界も見えていた。そこで図 1 に示すよ
うに、①大学におけるメディアリテラシー教育の
実践と、②地域理解に向けた教育実践、の 2 つの
柱を重ねる「地域とつながる」実践として位置づ
けた。具体的には、地域紹介をテーマにすること
で実践的にメディアリテラシーを習得するだけで
はなく、地域理解、地域連携にもつながるユニー
クなメディアリテラシー教育実践の実現である。
番組制作を通じて大学生の地域理解を深めるだけ

2003/  3/15 大久保恒治先生 地域と活動 文化情報学部

2003/  3/22 吉野瑞枝先生 源氏物語 現代文化学部

2003/  4/19 岸田和明先生 図書館と検索 文化情報学部

2003/  4/26 水尾順一先生 化粧の歴史 経済学部

2003/  5/17 大貫秀明先生 現代文化 現代文化学部

2003/  5/24 鎗田英三先生 ドイツの手工業 経済学部

2003/  6/21 杜　正文先生 台湾・遠隔教育 文化情報学部

2003/  6/28 吉田恒雄先生 子どもの人権 法学部（学部長）

2003/  7/19 �田中友義先生 EU経済 法学部

2003/  7/26 久我晃広先生 ホッケー 文化情報学部

2003/  8/16 櫻井千絵先生 ドイツ児童文学 文化情報学部

2003/  8/23 戸村栄子先生 放送 文化情報学部

2003/  9/20 石田栄美先生 情報検索 文化情報学部

2003/  9/27 対談：まつざわあつこさん 番組終了

図 1　研究計画の概念図
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ではなく、制作した番組を地元の CATV で放送
することによって市民の地域理解を促すととも
に、番組を地域理解の教材として地元の小・中学
校や公民館で活用していただけるようにした。ま
た、複数の視点への気づきの機会を設けるために、
制作を担当したゼミ生と他大学の学生、さらには
小学生との交流の機会を設定し、地域交流の手立
てとしても活用する計画も組み込んだ。
　科研で採択された本実践では、番組をケーブル
テレビ（「飯能日高テレビ」、及び、狭山・入間・
川越・所沢 CATV）で放送するたけではなく、
視聴者の調査も実施した。調査票は CATV の番
組ガイドに同封して送付し、回答を得た。調査か
ら明らかになったことは何点かあるが、そのうち
の一つが、作品の評価が、視聴者と制作した学生
や教員と異なっていた点だ。調査時の作品で視聴
者が最も記憶に残っている作品として挙げられた
のは、こんにゃくいもから自家製のこんにゃくを
つくっている方に中国からのゼミ留学生が取材し
た番組だった。映像を制作した学生や教員は、い
かに美しい映像で内容が充実しているかといった
点に高い評価をしていたが、調査結果からは、地
域のメディアで取り上げられていない人への取材
番組が上位に挙げられた。この結果は、地域で求
められている情報は何か、を改めて考える際に参
考になるデータとなった。
　この CATV 番組制作プロジェクトは、参加ゼ
ミ学生への調査も実施したが、参加学生の達成感
や充実感も上位に挙げられていることが明らかに
なった。学生はアルバイト先の職場のスタッフや
お客さんなど地元の人から直接「ケーブルテレビ
の番組、見たわよ」と声かけられることで、地域
の人に自分の作品を見てもらっているという達成
感を得ることができる。同時に、地元の人から直
接感想を聞くことで、学びの成果を直接実感でき
る充実感を得るといったメリットも学生にとって
大きいことが明らかになった。
　このプロジェクトはその後も、同じイベントの
「祭り」を 3 人の参加者（ベテラン・新人・子ど

も）に焦点を当てて祭り当日までの 2ヶ月取材し、
異なった視点からの作品を制作したり（2005 年
春学期）、小学校の社会科の副読本の内容に沿っ
た番組を制作したり（2006 年秋学期）などの取
組みも行った。また地元小学校で実施される社会
科見学を映像で記録したりするなどの学校支援や
交流活動も行った（図 2～図 14、12 頁以降に掲載）。

3．埼玉県警プロジェクト

　2016 年 6 月、筆者の研究室の電話が鳴った。
電話は埼玉県警からで、筆者のホームページをご
覧になって、自主防犯活動団体を啓蒙する映像教
材制作に協力していただけないか、という打診
だった。
　塚本ゼミでは 3 年生が飯能日高テレビの番組
『見～つけた』を春学期はグループで、秋学期に
は一人 1 作品を制作することを課題としている。
3 年生が取組んでいる飯能日高テレビの番組制作
では、企画 ･ 構成を考え、取材交渉などを経て、
取材は 3 回以上することを条件としている。これ
は、CATV では地元の情報を提供することが求
められていることと、学生の未熟な作品ではあっ
ても人やイベントを複数回取材することで継続的
に追うことができることから、CATV のスタッ
フが時間的な制約からなかなか制作できない少し
深みのある掘り下げた地域情報を提供することを
目標としているためである。このため番組制作は、
ゼミ学生にとって作業の多い課題となっている。
4 年生はゼミ論が課題だが、実質、就職活動が入
るため、3 年生も 4 年生もゼミ課題を達成するた
めには時間的にも結構タイトなスケジュールと
なっている。
　そこにいただいたご依頼である。学生にとって
は現状以上の作業となることが予想されたことか
ら、当初はご依頼をお断りするつもりでいた。だ
が 4 年ゼミ生に相談したところ、4 年ゼミが中心
となってこのプロジェクトを受けようということに
なった。先方からの依頼では埼玉県内の各地の取
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材が含まれていたが、3 ･ 4 年生で分担して夏休み
期間中に取材を行い、4 年有志が編集を担当すれ
ば可能だろうとプロジェクトがスタートした（表 3）。
　しかし実際に制作が始まると、制作スタンスや
方法論の違いも明らかになり、その度に何度も県
警の方には本学まで足を運んでいただいて台本の
刷り合わせや確認作業などを繰り返した。
　写真 1 は教務課をお借りしておこなった警察署
のカウンターでの対応シーンである。県警の婦警
の方やメディア情報学部の学生にも参加しても
らって撮影をすすめた。
　また当初予定にはなかった警察への通報シーン
もゼミ生が企画を提案して、通報センターへの取

材や学内で撮影を実施して行うなど主導的に取
材・撮影・編集を行ってくれた。編集はゼミ授業
終了後に行い、後半は連日夜 9 時過ぎまでグルー
プ③の 4 年ゼミ生が中心になって編集作業を行っ
た。取材・編集がすすむと、学生から DVD をチャ
プター分けする提案が出てきた。県警から当初い
ただいた案は「20 分程度の作品」だったが、学
生からチャプター分けすることによって視聴者が
見たいシーンを選べるように出来る方が良いので
はないか、との声があがり、その説明の為に筆者
が準備したのが図 15 のイメージ図である。
　県警プロジェクトの作品は、2017 年 2 月 7 日
に埼玉県知事公邸で贈呈式が開催され、ゼミを代
表して出席した 3 名が、埼玉県警察本部と埼玉県
民生活部から「感謝状」を受け、読売新聞と埼玉
新聞で報道された（図 16）。
　CATV による作品放送、そして自主防犯活動
参加推進 DVD 作成、またその後に取材企業から
学生の態度や作品が良かったと企業イベントの映
像作品制作依頼をいただくなど、ゼミ学生は通常
の授業では体験することのない貴重な経験をし、
同時に地域貢献も実現することができた。

表 3　「県警プロジェクト」担当グループ

プロジェクト 
No

取材先
団体名 所在地 取材活動内容 担当学生

① 烏頭坂（うとうさか）ステー
ション防犯パトロール 川越市

ステーションの運営（パトロールステー
ション活動、民間交番、徒歩パトロールの
実施、毎日活動

鈴木・桐木・
広瀬・岡

② ふくおか防犯パトロール ふじみ野市 青色回転パトロール車、子どもの通学路巡回 今井・福田・
椙山

③ 県警 県警、年次大会＆通報センター取材、寸劇、
編集の取り纏め

大原・和田・
菅家・後藤

④ 西川口防犯パトロール 川口市 地域の巡回パトロール、警察と市役所と地
域の三者合同活動、月 2回活動 益子・萩原・

⑤ さしまスローライフ 東川口 小学生通学見守り 團野・鶴森・
小野

⑥ 坂戸ガス
武州ガス 坂戸市

事業者ボランティアによる自主防犯活動事
例（子どもの見守り活動、地域パトロール、
事業活動を通じた特殊詐欺注意喚起活動

齋藤

⑦ 駿河台大学・平成国際大学
の自主防犯活動 加須市、飯能市 駿河台大学＆平成国際大学（大学学生によ

る学生防犯リーダー活動）
助川・多田・
木山

写真 1　教務課事務をお借りしての撮影シーン
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4．大学の情報発信と地域貢献

　2003 年から行ってきている飯能日高テレビで
の番組制作プロジェクトでは、さまざまな形の教
育効果と地域貢献を念頭に実施してきた。
　地域貢献としては、当初は制作した作品のビデ
オテープを飯能市内全域の小学校と公民館に寄贈

して地域の方や子どもたちに見てもらえうように
してきた。しかし記録媒体の進化に伴って本プロ
ジェクトでもビデオテープから DVD に変更し、
そして現在はホームページによる動画配信を行っ
ている。これまでにホームページをご覧になった

図 15　埼玉県警プロジェクト映像構成イメージ図

写真 2　贈られた感謝状を手にするゼミ生

図 16　2018 年 2月 19日　読売新聞記事
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方からの問合せの例としては、地元の PTA の方
やテレビ局からの問合せ、さらには前述した埼玉
県警など多様である。本年度は地元の祭保存会の
方からご連絡があった。学生が制作した番組を地
域の人に観てもらえるように、町内でポスターを
制作し、加えて回覧板もまわしていただいている
という。学生の学びの成果としての地域への情報
発信が、地域文化の保存や地域交流に役立ち、地
域貢献につながっている事例であろう。
　こうした「地域とつながる」教育実践は、学生
自身が地域のことを調べ、地域に関心を持ち、地
域の情報を発信することで地域理解を促進してい
るだけではなく、前述したように学生が地元の方
からのフィードバックを直接受けられる機会と
なっている点も大きい。また取材協力者の方々も、
学生が取材に入ることで地域の連帯を強めたり、
地域文化の継承の大切さに気付いたりといった機
会にもなっている。地域の方からは「学生さんと
ざっくばらんに話ができる」と好評で、何度も取
材させていただくことで相互に信頼関係も深まっ
ていく。学生が地元を取材して情報発信すること
は、地域文化や地域伝統の継承、あるいは地域の
連帯を強めることになっていることがわかる。

5．本学の情報発信

　ここでは、少し観点を変えて、本学の情報発信
という視点から論をすすめる。今更指摘するまで
もないが、現代ではさまざまな SNS が広がって
いる。日本経済新聞 2018 年 7 月 3 日朝刊記事に
よれば、世界のユーチューブ利用者は 15 億 7000
万人、インスタグラム 10 億人、ツイッター3 億
3600 万人、スナップチャット 1 億 9100 万人と、
とてつもなく多くの人が世界で SNS を利用して
いるという（日本経済新聞）。SNS を利用すれば
個人が十分な資産を持ち合わせていなくてもクラ
ウドファンディングで資金を集めたり、新しい考
え方や発想を持つ人と一緒にネットでつながり起
業したりと、さまざまな場で情報発信が活かされ

ていく。換言すると、情報発信が現代社会の資産
や価値を生み出す源となっていると言っても過言
ではないだろう。本学でも情報発信はホームペー
ジ、YouTube、facebook、インスタグラムなど
さまざまな媒体を通して広報を行っているが、教
育を担当する教員自身は、どの程度、情報発信し
ているのだろう。そこで 2018 年 7 月 2 日時点で、
本学のホームページにある教員情報サイトに教員
のホームページアドレスやフェイスブック情報が
掲載されているか調べたところ、結果は表 4 に示
したようになった。メディア情報学部では情報発
信している教員は 23％と比較的高い割合を示し
ているものの、全学では 8％にとどまっている。
　大学という学びの場、教育実践の場では、最新
の社会トレンドの情報や内容が授業で扱われてい
る。その「知の拠点」となる大学での教育成果は、
大学内に囲い込むのではなく、地域や社会に公開
しその成果を還元していくという考え方が求めら
れているのではないだろうか。確かに筆者自身も
ここ近年はさまざまな理由で非常に忙しくなって
おり、情報発信作業は春学期にゼミ生の作品の動
画公開を毎週行うのがやっと……という状況であ
る。しかし……である。大学はアカデミックな知
識を学ぶ場だけではなく、情報発信のための基本
的な知識とスキルを実践から学ぶ場である。情報
化社会では、その実践を指導している教員自身も
そのロールモデルを学生に示すことも求められて
いるのではないだろうか。

表 4　学部別教員HP・facebook 掲載の割合

教員数 HP等 
掲載数 掲載％

法学部 21 0 0%

経済学部 25 3 12%

メディア情報学部 17 4 23%

現代文化学部 23 1 4%

心理学部 15 1 6%

合　計 101 9 8%
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おわりに

　筆者がこれまで 13 年間、情報発信を続けられ
た原動力は、地域とつながることにより、学生が
学びをより一層実感し体感できるという一種の確
信からである。大学での教育成果は学内に囲い込
むのではなく、学びの成果を情報発信という形で
地域に還元することで、地域貢献につながる。そ
の地域貢献の成果が、最終的には学生の学び、そ
して学びの充実感につながっているのではないか
と感じている。
　ゼミ生は作品を公共放送の電波に乗せて放送す
ることで、全員が社会的責任と行動をとることを
求められる。自身の行動が、駿河台大学、メディ
ア情報学部、塚本ゼミの学生という “看板” を背
負った行為になることを自覚する。放送するため
には、作品の主旨や企画案を取材協力者に十分に
説明することから始まり、著作権対応の知識と方
法を学び、実際に著作権対応策を実行しないと作
品は放送できない。作品が完成すれば放送前に取
材協力者に内容を確認していただくことも不可欠
となる。間違った内容を放送すれば、取材協力者
に多大な迷惑をおかけすることになるからだ。情
報発信は、学生が社会的責任の重さを学ぶ場でも
ある。ゼミ生は 1 年間 2 回の番組制作をすること
で、年齢の異なる地元の諸先輩方と接し、映像制
作技術だけではなく、人間的にも育つ。13 年間
ゼミ生を見てきて、この “実感” だけは年々強く
なっている。筆者の実践してきた情報発信とその
結果としてもたらされた地域貢献が、今後の大学
の学びの一つの事例となれば幸である。
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図２　2003 年度放送作品
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図 3　2004 年度放送作品
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図 4　2005 年度放送作品
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図 5　2006 年度放送作品
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図 6　2007 年度放送作品
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図 7　2008 年度放送作品
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図 8　2011 年度放送作品
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図 9　2012 年度放送作品
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図 10　2013 年度放送作品
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塚本：「地域とつながる」教育実践
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図 11　2014 年度放送作品
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塚本：「地域とつながる」教育実践



メディアと情報資源　第 25 巻第１号（2018）

― 32 ―



図 12　2015 年度放送作品
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塚本：「地域とつながる」教育実践
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図 13　2016 年度放送作品
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塚本：「地域とつながる」教育実践
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図 14　2017 年度放送作品
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塚本：「地域とつながる」教育実践



An Educational Practice Linked to the Local Community

－In Terms of Transmission of Information and Regional Contribution－
by Mieko Tsukamoto

[Abstract] For 13 years, the Tsukamoto seminar has sustained an educational project linked to the 
local community. It has produced an aggregate of 193 cable television programs since 2003. In 2017, 
a DVD on the deterrence of criminal activity produced by them received a letter of appreciation 
from the Saitama Prefectural Police and Voluntary Crime Prevention Group.  In this paper, the au-
thor reviews her educational practices linked to the local community from the perspective of trans-
mission of information and regional contribution.  The author also emphasizes helpful functions that 
can be undertaken by university educators.
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